禁断の木の実の ごとく 人知れず 味わ つたこと も 

あった。 一方で はゲ ー テの 「ライネ ケ • フックス」 

や、 それから、 そのころ ようやく 紹介され はじめ 

た グリム や アン デル センのお とぎ 話 や、 r ァ ラビ 

アン • ナイト」 や 「ロビンソン • クル ー ソ—」 な 

どの 物語 を、 あるいは 当時の 少年 雑誌 「少国民」 

や 「日本の 少年」 の 翻訳で 読み、 あるいは 英語の 

教科書 中に 採録され た 原文で 読んだり した。 一 方 

かじんの きぐう 

では また 「経国 美談」 「佳人 之 奇遇」 の ごとき、 当 

時で は 最も 西洋 臭くて 清新と 考えられ たもの を 愛 

読し 暗唱した。 それ 以前から 先輩の 読み物で あつ 



つぼう ち とうせい しょせい かたぎ いなか 

た 坪 内 氏の 「当世 書生 気質」 など も 当時の 田舎の 

中学生に はや はり 一 つの 新しい 夢 を 吹き込む もの 

みや ざき こしょし 

であった。 宫崎 湖処子の 「帰省」 という 本が 出て、 

また 別な 文学の 世界の 存在 を 当時の 青年に 啓示し 

みんゆう しゃ 

た。 一方で は 民 友 社で 出して いた 「クロムウエル」 

「ジョン -ブ ライト」 「リ チヤ— ド • コブ デン」 と 

いったよ うな 堅い 伝記物 も 中学生の 机上に 見いだ 

される ものであった。 同時に また 「国民 小説」 「新 

小説」 「明治 文庫」 「文芸 衡楽 部」 というよ うな 純 

ろはん こうよう 

文芸 雑誌が 現われて、 露 伴 紅葉 等 多数の 新しい 作 

家が あたかも プレャ デスの 諸 星の ごとく 輝き、 



ると、 実に 充実した 生命の 喜びに 浸って いたよう 

な 気がする。 一方で 家庭的に は 当時 いろいろな 不 

幸が あったり して、 心 を 痛め 労す る こと も 決して 

少なく はなかった にか かわらず、 少なくも 自分の 

中には そういう ことと は 係り合い のない 別の 世界 

があって、 その 世界の みが 自分の 第一義 的な 世界 

であり、 そうして 生きが いの ある 唯一の 世界で あ 

るよう に 思われた ものら しい。 その 世界で は 「作 

り 出す」 「生み出す」 という こと だけが 意義が あり、 

それが 唯一 の 生きて 行く 道で あるよう に 見えた。 

そうして、 曰々 何 かしら 少しで も 「： &る」 か 「生 



分 方程式の 一 つの 著しい 特徴 は、 その 式 だけで は 具体 

的の 問題 は 一 つも 決定され ない。 すなわち 一 つの 式が 

無限に 多種多様な 一 群の 問題の すべて を 包括して おり、 

また 同時に それらの おのおの を も 代表して いるので あ 

る。 それで、 もし、 この 式の ほかに、 場合によ つてい 

ろい ろ 数 はちが うが、 とにかく 数個の 境界 条件 

(t-oundary conditions) な、 ら びに 当初 条件 (initial 

conditions) を 表示す る 数式 を 与える と、 そこで 始め 

て 一 つの 具体的な 問題が 設立され、 設立され ると 同時 

に 少なくも 理論 上に は 解式 は 決定され るので あって、 

学者 はた だ 数学と いう 器械の 取つ 手 をぐ るりと 回す だ 



そ マ J にまず 上記の 微分方程式 のこと を 思い出させ るの 

も 一 つの 道で はない かと 思う ので ある。 

まず、 最も 簡単な 例 を 取って 気温と 人間の 感覚との 

関係 を 考えて みる。 他の 気象 要素の 条件が 全部 同一 で 

あると しても、 人の ある 瞬間の 感覚 は 単に その 瞬間の 

気温 だけで は 決定し ない。 その 温度が 上がりつつ ある 

か 下がりつつ あるか、 いかなる 速度で 上がり また 下が 

りつつ あるか、 その 速度が 恒同 であるか、 変化して い 

ると すれば どう 変化して いるか、 そういう 変化の 時間 

的 割合い かんに よって 感覚 は 多種多様になる であろう、 

それでも しも 温度に 関する 感覚が 若干の 変数 の 数値で 



作の 主人公の すべての 行為が 実に 動かすべからざる 方 

則の もとに 必然な 推移 をと つ ている こと を 悟る であろ 

う。 「運命」 はすな わち 「方 則」 の 別名な ので ある。 

また、 ある 少女が 思春期 以前に 暴行 を 受けて その 時 

の 心の 激動の 結果が、 熱烈な 宗教心と な つ て 発現する。 

そうして 最も 純潔な 尼僧の 生活から、 一 朝つ まらぬ 悪 

漢に 欺かれて 最も 悲惨な 暗黒の 生涯 に 転落す る、 と 

いうよう な 実験 を、 忠実に 行なった 作品が あると する。 

それ を 読む 読者 は、 彼女の 中に 不変な エネ ルギ ー のよ 

うな ある ものが、 環境に 応じて 種々 ちがった 相 を 現わ 

し、 それが 彼女の 運命 を 導いて いる こと を K5 るで あろ 



う 

このよう にして、 作者 は、 ある 特殊な 人間 を 試験管 

に 入れて、 これに 特殊な 試薬 を 注ぎ、 あるいは 熱し ま 

た 冷やし、 あるいは 電磁場に 置き、 あるいは 紫外線 X 

線 を 作用 させ あるいは スペクトル 分析に かける。 そう 

して これらに 対する 反応に よって その 問題の 対象の 本 

性 を 探知す ると 同時に、 一方で はまた それらの 種々 の 

環境 因子に 通有な 性質と 作用の 帰納に 必要な 資料 を収 

集す るので ある。 ただ 物質と 物質的 エネ ルギ— の 場合 

とちが つて、 対象の すべてが 作者の 中に あるので ある 

から、 その 作者が 最も 鋭利な 観察と 分析と 総合の 能力 



学 国の 「国語」 の 読める 人に とって は、 アイ ンシ ユタ 

インの 相対性原理の 論文で も、 ブ ロイ— の 波動 力学の 

論文で も、 それ を 読んで 一 種 無上の 美し さ を 感じる 人 

が あるの を とがめる わけに は ゆかないで あろうと 思う- 

た だ 事 がらが 非情の 物質と、 それに 関する 抽象的な 概 

ちんとう 

念の 関係に 属する ために、 明白な 陳套な 語で 言い 現わ 

される ような 感情の 動揺 を 感じる こと はないで あろう 

はあく 

が、 真なる もの を 把握す る ことの 喜びに は、 別に 変わ 

リ はないで あろう。 

それ だのに 文学と 科学と いう 名称の 対立の ために、 

せつぜん 

因襲 的に 二つの 世界 は 截然と 切り分けられて 来た。 文 



可能で ある。 しかし、 そういう 物質 界の 現象の 知識 は 

人間に いろいろ のこと を 暗示し 「思い出させる」 とい 

う 役目 をつ とめる の は、 紛れ もない 事実で ある。 たと 

えば A か B かの ほかに は 何物 も 有り得な いという 仮定 

の もとに 或る人 間の 問題 を 取り扱つ ている 際に、 ある 

物質 界の 現象 を 学ぶ ことによって 忽然と して、 他に C 

の 可能性の 存在 を 忘却して いたと いう ことに 気がつく 

ことが しばしば 有りうる であろう。 

誤 つ た 無理な 似て 非なる 類推 は 断じて 許されな いと 

しても、 このような 想起 者と して 科学 は 意外に 重要な 

役目 を 人間の 今日の 生活の いろいろな 場面に 対して 申 



これ は 科学的 対象 以外の ものに 対しても 適用され うる 

もので あり、 また 実際に も 使用され ている ものである _ 

それ を 科学が われわれに 思い出させる 事 は 決して 珍し 

くも 不思議で もない ので ある。 もとより そういう 見方 

や 考え方が 唯一 の ものである という わけで は 決してな 

いので あるが、 そういう 見方 考え方が 有益で ある 場合 

はまた 非常に 多くて しかも 一 般 世人が それ を 見の がし 

ている こと も はなはだ 多い ように 思われる。 

それで、 そういう いろいろな 物の 見方に 慣れた 科学 

者が 人間界の 現象に 対して そういう 見方から 得られる 

いろい ろな 可能性 を 指摘し て それに 無関心な 世人の 注 



文学に 貢献し うるた めに 選ぶべき 一 つの 最も 適当なる 

形式 は いわゆる エツ セ— また 随筆の 類で あろうと 思わ 

れる。 

随筆と 科学 

科学が 文学と 握手す ベ き 領域 は 随筆 文学、 エツ セ— 

文学の それで あるかと 思われる。 

俗に 科学 小説と 称する ものが ある。 昔の ジュ ー ル- 

ヴ エル ヌの 海底 旅行の ような もの も ある。 また 近代の 

では ウェルズの 「時の 器械」 とか 「世界 間の 戦争」 の 



名で はない が 隠れた 科学者 文学者 バ —ベリ オンの 日記 

とかいう ものが そうで ある。 日本人の もので は 長 岡 博 

土の 「田園 銷夏 漫録」 とか 岡 田 博士の 「測 候 瑣談」 と 

か、 藤 原 博士の 「雲 をつ かむ 話」 や 「気象と 人生」 や、 

最近に 現われた 大河 内 博士の 「陶 片」 とか、 それから 

これ はま だ 一 部し か 見て いないが； k 沢 医学博士の 近刊 

随筆集な ど、 いずれも 科学者で なければ 書け なくて、 

そうして 世人 を 啓発し その 生活の 上に 何 かしら 新しい 

光明 を 投げる ような もの を 多分に 含んで いる。 それ か 

ら、 自分の 知っている 狭い 範囲 内で も、 まだ 世に 知ら 

れ ない 立派な 科学者 随筆家 は 決して 少数で はない ので 



ものが 内容 を 離れて 存在す る ものと 思って いた。 それ 

で 懸命に いわゆる 美文 を 暗唱したり したが、 そういう 

錯覚 は 年と ともに 消滅して しまった。 修辞法 は 器械の 

減摩 油の ような 役目 はする が、 器械がなくて は 仕事 は 

できない ので ある。 世 阿弥の 能楽に 関する 著書な ど、 

いわゆる 文章と して はずい ぶん 奇妙な ものであるが、 

しかし また 実に 天下一 品の 名文 だと 思う ので ある。 

それで、 考え方に よって は 科学と いう もの は 結局 言 

葉で あり 文章で ある。 文章の 拙劣な 科学的 名著と いう 

の は 意味 をな さないた だの 言葉 であると も 言われ よ う _ 

若い 学生な どから よく、 どうしたら 文章が うまくな 



れ るか、 という 質問 を 受ける ことがある。 そういう 場 

合に、 自分 はいつ も 以上の ような 答え をす るので ある _ 

何度 繰り返して 読んで みても、 何 を 言う つもりな のか 

ほとんど わからな いような 論文 中の 一節が あれば、 そ 

れは 実は やはり 書いた 人に もよ くわ かってい ない、 条 

理 混雑した 欠陥の 所在 を 標示す るの が 通例で ある。 こ 

れと 反対に、 読んで おのずから 胸の 透く ような 箇所が 

あれば、 それ はきつ と 著者の ほんとうに 骨髄に 徹する 

ように 会得した こと をなん の 苦 もな く 書き流した とこ 

ろな ので ある。 

この 所説 も はなはだ 半面 的な 管 見 を やや 誇張した よ 



うな きら い はあろう が、 お のず から 多少の 真 を 含む か 

と 思う ので ある。 

士ロ五 口 

糸 1 一 11 口 

科学と 文学と いう 題の もとに 考察 さるべ き 項目 はな 

お 多数で あろうが、 まず このへんで 擱 筆して 余 は 他の 

機会に 譲る ことと する。 

緒論で 断 わって あると おり、 以上の 所説 は、 特殊な 

歴史と 環境と を もった 一 私人の 一 私見に 過ぎない ので 

へ きせ つ 

あって、 おそらく 普遍性の 少ない 僻説で あろうと 思わ 
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